
令和４年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.6 3.8 3.4 3.6 3.6 3.6 3.6 3.6
3.4 3.9 3.8 3.7 3.8 3.6 3.8 3.7

今後の方向性

3.6 3.9 3.6 3.7 3.6 3.8 3.6 3.6
3.3 3.9 3.8 3.7 3.6 3.5 3.7 3.6

今後の方向性

3.7 3.8 3.6 3.7 3.7 3.6 3.6 3.7
3.6 3.9 3.6 3.7 3.7 3.6 3.7 3.6

今後の方向性

3.7 3.5 3.7 3.6 3.7 3.7 3.7 3.7
3.6 3.7 3.6 3.6 3.7 3.6 3.7 3.7

今後の方向性

3.1 3.1 2.9 3.0
2.7 3.4 2.8 3.0

今後の方向性

3.6 3.5 3.6 3.5
3.2 3.7 3.2 3.4

今後の方向性

3.2 3.5 3.2 3.3
3.2 3.9 3.4 3.5

今後の方向性

3.6 3.8 3.8 3.7
3.0 3.4 3.8 3.4

今後の方向性

3.4 3.4 3.8 3.5
3.2 3.6 3.3 3.4

今後の方向性

学校は、学校の使命や校訓、学校教育目標などを踏まえて学校経営目標を設定している。

学校は、学校経営目標や実情、ニーズなどを踏まえて本年度努力事項を設定している。

1

2

回収率
　　職　員　　：　２６／２６　　　　　１００%

　　保護者　　：　４８／５４（世帯）　８８.９%

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目
職　　員 保護者

＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』

○附属学校として本校があるべき姿をイメージできるような、分かりやすく実践的な目標を設定することに努める。

○学校経営目標実現のために、教師一人一人はもちろん、各部や各分掌部としても取り組みやすいような具体的な内容を設定していく。
学
校
経
営

部は、学校経営目標や本年度努力事項、部の実態などを踏まえて部経営方針を設定し、部の運
営を行っている。

3

学級は、学校経営目標や本年度努力事項、部経営方針、学級の実態などを踏まえて学級経営方
針を設定し、学級の運営を行っている。

4

○児童生徒の実態等を踏まえ、学部目標達成に向けた具体的方策や努力事項を設定し、学期ごとに反省と課題を明確にしながら各部の運営を行う。

○学級の実態などを的確に把握し、学級ごとの重点目標及び指導の方針を明確に示して、副担任と連携しながら学級運営を行う。

○各分掌部における業務の見直しを行い、課題となる業務についての改善方法を分掌部間で連携しながら、分掌部主導で検討していく。

○具体的な分掌部方針を設定し、他分掌との連携を図りながら計画的な運営に努める。

○協議事項の精選をすることにより、必要最小限度の開催を行っていく。

○全校一斉定時退庁日と、各職員が設定する月２回の定時退庁日を継続する。

○分掌部ごとの文書ファイルの整理と管理を継続する。

学校は、効果的・効率的に業務が遂行できるように校務分掌を組織している。
5

組
織
運
営

分掌部は、学校経営目標や本年度努力事項、学校の実情などを踏まえて分掌部方針を設定し、
分掌部の運営を行っている。

6

学校は、目的に応じた委員会を設置し、適切に運営している。
7

学校は、計画的に定時退庁日を設定している。
8

学校は、文書や金銭等の管理や処理を適切に行っている。

9
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令和４年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.3 3.8 3.7 3.6 3.8 3.7 3.9 3.8
3.4 3.7 3.8 3.6 3.8 3.8 3.8 3.8

今後の方向性

3.7 3.6 3.9 3.7 3.5 3.7 3.8 3.7
3.0 3.4 3.2 3.2 3.5 3.6 3.6 3.6

今後の方向性

3.6 3.6 3.8 3.7 3.8 3.8 3.9 3.8
3.1 3.7 3.6 3.5 3.8 3.7 3.8 3.8

今後の方向性

4.0 3.9 3.8 3.9 3.5 3.8 3.7 3.7
3.2 3.9 3.6 3.5 3.0 3.4 3.6 3.4

今後の方向性

3.4 3.4 3.6 3.5 3.7 3.8 3.7 3.7
3.2 3.7 3.4 3.4 3.8 3.6 3.5 3.6

今後の方向性

3.4 3.5 3.8 3.6 3.7 3.8 3.7 3.7
3.4 3.7 3.6 3.6 3.8 3.6 3.6 3.7

今後の方向性

3.7 3.8 3.7 3.7 3.7 3.7 3.6 3.7
3.2 3.6 3.3 3.4 3.8 3.6 3.4 3.6

今後の方向性

3.9 3.8 3.8 3.8 3.7 3.8 3.8 3.8
3.6 3.7 3.4 3.6 3.7 3.8 3.7 3.7

今後の方向性

3.4 3.5 3.1 3.4 3.8 3.7 3.7 3.7
3.1 3.6 3.0 3.2 3.8 3.6 3.6 3.7

今後の方向性

○原因や対策を素早く全職員で共有し、職員一人一人が細やかに意識しながら行動することで再発防止に努める。

○避難訓練は、訓練とともに事後学習を実態や実情に合った内容に充実させていく。

○危機管理マニュアルの説明を年度当初に行うとともに避難訓練のたびに確認を行う。見直しが必要という視点で点検を続けていく。

教
育
活
動

17

学校は、日々の指導の中で、道徳教育に関する指導を適切に行っている。

14

学校は、教育課程に基づいて適切に教育活動を実践している。
15

学校は、避難訓練などを通して、児童生徒の安全・防災に関する指導を適切に行っている。
10

職　　員 保護者

＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』

学校は、危機管理マニュアルを整備するとともに、必要に応じて見直しを行っている。
11

学校は、災害への備えとして、計画的に備蓄品を準備している。
12

学校は、事故やヒヤリハットが起きた際には、職員間で情報を共有し、再発防止に努めてい
る。

13

今年度は生活、社会、理科について小中高の系統性を見ていく時間を設定した。次年度は各部の課題となっている部分の検討を行う。

○単元計画を利用し、実践と反省を繰り返しながら教育課程に基づいた教育活動を行う。反省点や課題は次年度の教育課程に反映させる。

○非常食は危機管理マニュアルの年間スケジュールに従って家庭と連携して準備、管理を行う。災害に備え、防災用ヘルメットの購入を進める。

分野 番号 具　体　的　な　評　価　項　目

学校は、児童生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階並びに学校や地域の実態等を十分
考慮して、適切な教育課程を編成している。

18

○特に自立活動において、目標や指導内容等を導き出す手続きを職員間で共通理解し、個に応じた指導が更に充実するようにする。

○小（３組）、中学部において、時間を特設して行う指導の中で、道徳の指導内容に沿った内容を計画的に進めている。また、全学部教育活動全体にお
　いて道徳性を養うことを意識した指導を行っている。今後も道徳教育全体計画を意識しながら指導を進める。

16

学校は、個別の指導計画を作成し、児童生徒の特性などに配慮しながら個に応じた指導を行っ
ている。

行事を精選したり運営方法を変更したりししている。行事後にすぐに反省を残しているので次年度に生かしたい。

学校は、前年度の反省を生かして、学校行事の時期や回数、内容などを設定している。

危
機
管
理
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令和４年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.7 3.6 3.8 3.7 3.7 3.7 3.8 3.7
3.1 3.6 3.6 3.4 3.8 3.6 3.6 3.6

今後の方向性

2.7 3.3 2.8 2.9 3.7 3.6 3.7 3.7
2.9 3.4 3.1 3.1 3.7 3.3 3.5 3.5

今後の方向性

3.8 3.8 4.0 3.8 3.7 3.9 3.8 3.8
3.7 3.7 3.9 3.8 3.7 3.8 3.9 3.8

今後の方向性

3.2 3.5 3.4 3.4 3.6 3.8 3.8 3.7
3.3 3.3 3.4 3.4 3.8 3.8 3.5 3.7

今後の方向性

3.8 3.9 3.7 3.8 3.8 3.7 3.7 3.7
3.7 3.6 3.6 3.6 3.9 3.6 3.7 3.7

今後の方向性

3.9 3.5 3.9 3.8 3.7 3.7 3.8 3.7
3.6 3.6 3.7 3.6 3.8 3.5 3.6 3.6

今後の方向性

3.9 3.5 3.9 3.8 3.6 3.5 3.8 3.7
3.4 3.6 3.8 3.6 3.7 3.4 3.6 3.6

今後の方向性

3.7 3.5 3.4 3.5 3.6 3.7 3.6 3.6
3.7 3.6 3.0 3.4 3.5 3.6 3.2 3.4

今後の方向性

＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』

教
育
活
動

学校は、児童生徒の実態を的確に把握し、必要な指導を計画的に行っている。

学校は、学習内容や教材を工夫しながら指導を行っている。
23

25

24

学校は、進路実現ができるように自己選択・自己決定を促しながら進路指導を行っている。

保護者

○教育課程検討の中で、全体計画について見直す機会を設けた。日々意識した指導につなげるため、より学校の実情に応じた文言で整理していく。

○児童生徒の言動、行動については職員間で共有し、指導方法について共通理解を図っている。今後も継続して行う。

○研究授業等を実施することで、全職員が「主体的・対話的で深い学び」を意識できている。今後もこのような研修の機会を設けていきたい。

学校は、進路実現に向けて現場実習や進路に関する学習を適切に行っている。

番号 具　体　的　な　評　価　項　目

20

○教師が作成・使用した教材を共有して、利活用しながら指導の工夫及び学習内容の充実を図っていく。

小・中学部に対してもキャリア教育全体計画を今後用いながら、本校の進路実現に向けた流れを説明する機会を作り、周知を図る。

附属版キャリアパスポートやキャリア教育全体計画を活用しながら、自己選択・自己決定に至るまでの道筋を明確に提示する。

学校は、キャリア教育全体計画を意識しながら日々の指導を行っている。

職　　員

19
○児童生徒の様子を踏まえた複数教員での確認や各教科のチェックリストで実態把握に努めている。自立活動の情報整理シートについては、各部で確実
　に活用して実態把握を行うようにする。

学校は、「体罰」や「不適切な言動」によらない指導を行っている。
21

学校は、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善を行っている。
22

学校は、卒業後の生活が豊かになるように、体験学習などを適切に実施している。
26

○校外での活動は、状況に応じた方法や対策を検討しながら必要な内容を計画・実施していく。また、外部講師による授業も積極的に実施していく。

- 3 -



令和４年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.4 3.4 3.6 3.5 3.6 3.6 3.8 3.7
2.9 3.6 3.3 3.3 3.7 3.6 3.6 3.6

今後の方向性

3.7 3.5 3.2 3.5 3.7 3.8 3.6 3.7
3.1 3.0 2.7 2.9 3.2 3.3 3.0 3.2

今後の方向性

3.4 3.5 3.2 3.4 3.7 3.8 3.7 3.7
3.2 3.4 2.9 3.2 3.8 3.4 3.7 3.6

今後の方向性

3.7 3.6 3.8 3.7 3.6 3.8 3.8 3.7
3.3 3.7 3.4 3.5 3.5 3.6 3.7 3.6

今後の方向性

3.6 3.6 3.6 3.6 3.8 3.9 3.8 3.9
3.6 3.4 3.1 3.4 4.0 3.8 3.8 3.9

今後の方向性

3.7 3.4 3.4 3.5 3.8 3.8 3.8 3.8
3.6 3.3 3.3 3.4 3.8 3.8 3.6 3.7

今後の方向性

3.2 3.5 3.3 3.4
3.3 3.4 3.6 3.4

今後の方向性

3.4 3.5 3.7 3.5
3.1 3.0 3.3 3.1

今後の方向性

○各部とも季節や学習内容に応じて掲示を工夫している。今後も学習内容と関連をもたせながら掲示の工夫や情報発信を行っていく。

学校は、教育活動に必要な施設・設備を整備している。

○「カリ・マネの確立」について校内研究は一段落し、運用にシフトしていると考えている。他分掌への業務移行も検討したい。

31

学校は、校内の掲示を工夫して行っている。
32

○今後も生徒会活動、職員作業を通して、校舎内外の美化に努めていく。

教
育
活
動

分野 番号

＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』

〇各学部、保健の単元やからだの学習年間計画に沿って指導していく。
〇ブラッシング指導や個別の体重管理指導の中で、実態に応じた指導を行っていく。

○コロナ禍において、できる限りの交流を実施することを相手校と検討し、短時間で身体接触がない活動ながら、数年ぶりに対面形式の学習を実施する
　ことができた。今後も学習内容を工夫し、直接対面形式の学習を検討・計画していく。

○補修や改善は事務室と大学で連携し適宜行っていく。大規模改修については大学への予算要求を継続する。

○今後も定期的に安全点検、巡視を行い、職員で対応できない大きな問題点は事務室を通して早急に対応してもらう。

専
門
性
の
向
上

学校は、カリキュラム・マネジメントの確立に向けて調査・研究を行っている。
33

34
学校は、人権に関する研修を適切に実施している。

○職員研修を行うとともに、情報発信をしていく。

29

教
育
環
境

学校は、施設・設備の安全点検を定期的に実施し、問題点があれば早急に対応している。
30

学校は、校舎内外の美化に努めている。

28

具　体　的　な　評　価　項　目
職　　員 保護者

学校は、生活年齢等に応じて、保健指導を適切に行っている。

27

学校は、共生社会の実現に向けて、交流及び共同学習を計画し、学校間交流や居住地校交流を
適切に実施している。
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令和４年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.3 3.3 3.6 3.4
2.9 3.1 2.7 2.9

今後の方向性

3.1 3.5 3.4 3.4
2.9 3.0 3.2 3.0

今後の方向性

3.3 3.6 3.8 3.6
2.9 3.0 3.2 3.0

今後の方向性

3.4 3.5 3.7 3.5
2.9 3.3 3.3 3.2

今後の方向性

2.9 3.4 3.3 3.2
2.7 3.3 3.2 3.1

今後の方向性

3.4 3.6 3.7 3.6 3.6 3.7 3.7 3.7
3.3 3.4 3.4 3.4 3.8 3.6 3.4 3.6

今後の方向性

3.2 3.5 3.2 3.3
3.2 3.6 3.6 3.4

今後の方向性

3.6 3.8 3.7 3.7 3.7 3.8 3.8 3.8
3.1 3.1 3.1 3.1 3.5 3.6 3.5 3.5

今後の方向性

○研修会の案内はその都度行っているが、体制面を含め参加しづらい状況があるようだ。学校全体でシステム作りが必要だと考えている。

○研究部と連携しながら夏季・冬季休業中に講師を招いた研修会や施設見学会、進路担当からの説明会などを計画していく。

○計画的に研修を実施できた。来年度も今年度同様の研修会を計画したい。

教員は、教育センターの研修講座や各種研修会に参加し、専門性の向上に努めている。

学校は、効果的な教育実地研究の実施に向けて、課題の分析と改善を行っている。

○本格的な実施は２年目であるが、今年度も有意義な授業研究を行うことができた。来年度も計画していきたい。

39

学校は、教職員や保護者等に対して学校経営方針を明確に示している。
40

学校は、大学と連携し、附属学校園の特別支援教育に関して、センターとしての役割を果たし
ている。

41

番号 具　体　的　な　評　価　項　目分野

学校は、福祉制度などに関する研修を実施して職員の理解を深めている。
35

学校は、教員として必要な研修（現職教育）を計画的に実施している。
36

学校は、授業研究などを通して授業力の向上に努めている。

42

専
門
性
の
向
上

開
か
れ
た
学
校

学校は、ホームページや学校だよりを通して、学校の様子を保護者や地域に発信している。

○本校保護者に対してだけでなく、学校公開や体験入学等での説明を通して外部へも発信し、入学希望者の増加へとつなげていく。

○附属４校園コーディネーター連絡協議会において、支援ラボについての共通理解や情報交換、個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成についての
　協議を継続して実施し、附属校園の特別支援教育の推進に努める。

○学生が教員になりたいと思えるような実習にするために、まず、話しやすい雰囲気づくりを心掛ける。学生の不安や悩みに対して、フォローしていく
　中で、本校の児童生徒のより良い指導ができるようにしていく。

○職員研修を行うとともに、情報発信をしていく。

38

職　　員 保護者

＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』

37
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令和４年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

小学部 中学部 高等部 全体 小学部 中学部 高等部 全体

3.8 3.8 3.8 3.8 3.9 3.9 3.8 3.8
3.8 3.7 3.7 3.7 4.0 3.8 3.7 3.8

今後の方向性

3.7 3.6 3.8 3.7 3.7 3.8 3.7 3.7
3.2 3.6 3.6 3.4 3.8 3.6 3.5 3.7

今後の方向性

3.7 3.8 3.8 3.7 3.7 3.8 3.8 3.8
3.9 3.7 3.7 3.8 3.8 3.8 3.8 3.8

今後の方向性

3.7 3.4 3.7 3.6 3.8 3.8 3.8 3.8
3.7 3.7 3.6 3.6 4.0 3.8 3.8 3.8

今後の方向性

保護者

開
か
れ
た
学
校

学校は、関係者や地域に対する学校公開を適切に実施している。
44

教職員は、保護者からの相談に対し、誠意をもって丁寧に対応している。
45

教職員は、保護者や学校関係者に対し、「すみれ運動（スマイル・身だしなみ・礼儀）」を意
識し、丁寧に対応している。

46

○教師自身が手本となって実践し、保護者や関係機関と良好な関係づくりができるよう継続していく。

○緊急時だけでなく、修学旅行時などでも一斉メールを活用し情報提供を行っていく。

○教務部と連携し、適切な時期・期間について検討すると共に、早めの広報活動を行い、関係者や地域への周知を図る。

○児童生徒の成長には、保護者との連携が重要である。今後も丁寧に対応していきたい。

具　体　的　な　評　価　項　目

学校は、連絡帳や電話、一斉メールなどで、必要な情報を素早く保護者に伝えている。
43

職　　員

＊数値の『下段は昨年度』『上段（太字）は今年度』

分野 番号

- 6 -



令和４年度　長崎大学教育学部附属特別支援学校　学校評価アンケート結果

- 7 -


